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参加型ＧＩＳで、地域の特性と多様な災害の危険性を考える
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操作練習小学校における防災学習での活用に取り組んで・・・。
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熊取町熊取南小・201４年、高槻市高槻小・2015年、富田林市伏山台小・2016年、河南町中村小学校・２０１７、

堺市浜寺昭和小学校/ＣＬＣ・2017、寝屋川市楠根小学校・2018、岸和田城東小学校・2017/2019



基盤地図情報・地理院地図を基盤にしたＧＩＳプラットホームの構築

「ＧＩＳ官民協議会の活動」
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ＯＳＳによる情報共有のためのプラットホーム構築

【OSSに感謝】

２０１４年６月７日
第１３回GISブラッシュアップ・セミナー資料修正

すべて、無償の製品を利用させてもらっています。
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防災教育での「防災マップづくり」の視点

参加型GISによる集団学習の効果を生かす

• みんなで地図をつくる楽しみを実感してもらう

• 校区の地理的特性・災害のリスクを実感してもらう

• 地理空間情報への関心とＧＩＳの興味を育てる

大事にしていること

• 子どもたちの気付き

• 理屈は教えない

• 自ら触って体験する

＊＿作り上げたシステムではなくＧＩＳ本来の機能を体感してもらう

みんなの地図とハザードマッ
プの重ね合わせに注目！
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子どもたちの操作

「自分の情報登録」
• 自宅を見つける

→住所検索とポイント登録

• ルートを考える
→ライン登録

• 周囲の地理に気づく
→テキスト・ポリゴン登録

「その他の操作」
• 拡大縮小

• 地図の移動

• 背景図の切り替え（地図⇔写真）

• ハザードマップ等の重ね合わせ
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画面を動かす
データの内容を見る 住所を入力してクリック

地図更新、点、線、面で登録

最後はダブルクリックで

・修正、・移動、・削除の、最後
は「登録」ボタンをクリックする

大きく、小さく

地図を写真に変えることができます

地図画面の操作 いろいろ

失敗したら・・・、

・修正、・移動、・削除
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利 用 の 流 れ

事前調整

事前学習
と

操作練習

防災マップ作成

・ＩＤパスワードの登録

・土木事務・市危機管理室等との調整他

・白地図の作成

＊_地図や防災についての学習

＊_PCによる操作練習

・校区の白地図を配布・事前調べ用

・PCルームで、みんなでデータ登録

可能な
範囲で
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国土地理院・近畿地方測量部との連携
事前に、地理院や地図について学習があれば、防災マップへの導入がスムーズになる

9



実習中のトラブルへの対応＝協力・支援

学生は人気者！
子どもたちは気軽に質問

ＳＰの会と子どもたち

関西大学・大阪工業大学
スペーシャリストの会（ＳＰの会・空間情報総括監理技術者の会）
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ログイン

XXXXXXXXX
*********

ユーザIDの登録 ＝学校又はクラス単位で設定

初期位置 ＝学校を中心に表示

システムへのログインは

ユーザ名（ＩＤ）

と
パスワードが必要です。

＊＿このＩＤとパスワードを知って
いる人だけが、みなさんの登録し
た情報を見ることが出来ます。

学校・クラス単位での集団学習に合わせたＩＤ登録

システムへの工夫
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住所検索＝住所データ状況の違いとゆらぎに対応
【住所検索A】 ・住所DB＝住居表示フロンテージ（地理院）＋位置参照情報（国土情報課）

・住所地番入力の「ゆらぎ」修正 ・全角⇔半角

・漢数字⇔アラビア数字
・○○丁目⇔アラビア数字の番地

【住所検索B】 住所DBのない地域＝YahooAPIサービス

システムへの工夫
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土木事務所(当初案)
（行政機関）Ｖ１

登録地物の簡素化＝小学生に合わせた改良
⇔ 防災学習
（小学生）Ｖ２.1

⇔ 改良版「防災マップ」
（住民提案含む）V2.2

＊簡素化はしたがＧＩＳとし
ての主な機能は保持

システムへの工夫
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２０１９／１１／１９

学校の近くからの子供が増えている

時間軸の追加による使い勝手の改善
・登録データの「区別」と「統合」⇒学年・クラス・年度別（＊比較）

システムへの工夫

Ａ組 Ｂ組 Ａ組＋Ｂ組
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事前配布の白地図で下調べ

下調べをした白地図」を
もとに危険個所を入力

集中する子ども

＊_下調べの方法は学校に任せている
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熊取南小学校（山間部の住宅街・危険個所の登録）
• 子ども目線での危険個所調査、大人の目では気づかない世界
• 避難所とはなにか？、大人の事情・子どもの目線

実習事例_１
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高槻市高槻小学校（過去に水害を経験した古くからの市街地）
• 洪水想定区域に思わす声が・・・おまえんちアブナイ！

• 避難経路のパターンの発見・・・（大阪工業大学の学生が解析）

実習事例_2

女子のルート

男子のルート

同じマンションに居住

淀川の洪水想定
＋

芥川の洪水想定
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富田林市 伏山台小学校（丘陵を開発した新興市街地）
• 遠距離の通学路（避難路）の入力に悪戦苦闘・・・身近な災害危険に驚き

• 今昔マップとの重ね合わせに驚き・・・ヤマばっかしや！

実習事例_３

都市型活断層

＋

土砂災害警戒区域
＋

洪水浸水想定区域図

切土盛土
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堺市 浜寺昭和小学校（ＣＬＣ・放課後児童対策事業との連携）

• 津波浸水想定区域との重ね合わせ

• 埋め立て地と旧市街地の間の住宅街・・・昔は海が近かった！

実習事例_４
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不燃領域率

寝屋川市 楠根小学校（旧田んぼ後の密集住宅地）
• 木造密集住宅地での避難路（家屋の倒壊・火災の危険性を避ける）

• 校区は平たんな住宅街だが、元は低地と水路がいっぱい

実習事例_５

なぜ遠まわり
を？

広い道の方
が安全！

都市型活断層

＋

洪水浸水想定区域図
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気づいたこと

• 自宅の住所を知らない

• キーボード・マウスの操作が苦手

• システムの不具合が発生しても苦情を言わない。

• コンピューターを操作したという実感を持ってもらえている。

キーボードを打つのは苦手！
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子どもたちの感想
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取り組みを行った側の手ごたえ

• 地域特性と災害との関連を知るきっかけを作ることができた
（地図や環境への関心）

• ＧＩＳを知り楽しく体験できている

（参加型ＧＩＳで地図との距離が近づく）

• 災害に関する様々な情報があることを知ってもらえた

（自分で調べる力、災害への対応力を育てる）

関心は周辺の地理・地形へ 自分で重ね合わせ
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まとめ

課題と期待
• 避難所情報など情報データの標準化と更新

• 住所辞書の整備（期待）

• 地理院タイルベクトル化への期待と不安（危惧？）

活用の推進
• 学校教育・地域活動のツールとしての活用力の向上。

• 地域「防災マップ」つくりでの創意ある活用

ご清聴ありがとうございました

教職員向けの研修会

システムの

高度化だけでなく、

地域と災害に対する多様なデータが充実してきているもとで

データの
活用力が問われている
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